
 

令和４年３月２日 

 

只見町議会議長 大塚 純一郎 様 

 

経済文教常任委員会 

委員長 鈴木 好行 

 

経済文教常任委員会所管事務調査報告書 

 

 本委員会の所管事務調査事項について、調査経過並びに結果を下記のとおり報告します。 

記 

 

１．所管事務調査事項 

（１）地域産業の振興に関する調査 

（２）生活環境の振興に関する調査 

  （３）教育の振興に関する調査 

  （４）観光施設、交流施設の設置目的の検証と利活用に関する調査 

  （５）ＪＲ只見線と国道２８９号八十里越の開通を見据えた利活用に関する調査 

  （６）新型コロナウイルスによる経済影響に関する調査 

 

２．調査の経過及び結果 

（１）調査事項 所管事務に関する調査 

（２）調査方法 事務調査 

（３）調 査 日 １月２１日、２月１８日 

（４）出席委員 鈴木好行委員長、矢沢明伸副委員長、小沼信孝委員、 

酒井正吉郎委員、菅家忠委員、佐藤孝義委員 

 

３．調査結果及び意見 

只見高校野球部の甲子園出場の決定を受けての町の対応策及び支援策についての調

査や、歳時記会館、只見保養センターの指定管理者募集に関する調査を実施した。 

このうち、甲子園出場に向けた支援策として、２月会議での補正を含め、寄付金の集

まり状況等を調査し、万全の体制で出場を支えていくことを確認した。 

また、歳時記会館については指定管理者の応募がない状況もあり、今後の管理、運営

について継続審査することとした。 

この他、付託を受けた２件の陳情については、陳情者、当局双方から聞き取り調査を

実施したが、今後も更に調査が必要と判断し、継続審査とした。 

以上 

 


